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平成２４年４月２５日

　いすみ市地域公共交通活性化協議会

いすみ市、千葉運輸支局、バス協会、千葉県、

小湊鉄道㈱、㈱HMC東京、千葉中央バス㈱、

JR、いすみ鉄道㈱、タクシー協会、住民代表

事業名
補助対象
事業者等

事業概要 ③事業の今後の改善点

　運行時刻の見直し及び路線運行の
周知を検討する。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。Ａ

A 計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

Ａ

Ａ

協議会・構成員

①事業実施の適切性 ②目標・効果達成状況

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）

長者町駅～市役所
夷隅庁舎前～市役
所大原庁舎

Ａ 計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

小湊鉄道㈱
いすみ循環－３

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

小湊鉄道㈱
いすみ循環－２

長者町駅～いすみ
医療センター～市
役所大原庁舎

小湊鉄道㈱
いすみ循環－１

市役所大原庁舎～
長者町駅～いすみ
医療センター～市
役所大原庁舎

小湊鉄道㈱
いすみ循環－４

国吉駅入口～太東
駅～長者町駅

小湊鉄道㈱
いすみ循環－５

市役所大原庁舎～
長者町駅～市役所
夷隅庁舎前

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

小湊鉄道㈱
いすみ循環－６

市役所夷隅庁舎前
～下布施～市役所
大原庁舎

Ａ 計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
東線

清水尻橋～山田新
町～市役所大原庁
舎

Ａ

A

　利用者目標51,000人/年（平成23年
度については、事業年度が平成23年
4月～平成23年9月の6ヶ月間のた
め、利用者目標は25,500人/年とな
る。）のところ、事業期間中の利用者
は28,487人であった。
　全系統の利用者合計では目標値を
上回ったところであるが、大原巡回
浪花線及び大原巡回東海線につい
ては、前年比で利用者が減少した状
況である。小学生の通学利用が多い
浪花線の減少理由は、少子化による
児童数の減少が主な要因と考える。
また、東海線の減少については、乗
務員へのヒアリング結果から、定期
的に利用されていた方の利用がなく
なったことが要因と考える。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

　運行時刻の見直しにより鉄軌道駅
接続等利便性の向上を図る。併せて
路線運行の周知を検討する。



【各評価項目の評価基準】
①事業実施の適切性
　　Ａ…事業が計画に位置づけられたとおり、適切に実施された（されている）。
　　B…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されていない点があった（一部実施されない見込み）。
　　C…事業が計画に位置づけられたとおりに実施されなかった（実施されない見込み）。

②目標・効果達成状況
　　A…事業が計画に位置付けられた目標を達成した（する見込み）。
　　B…事業が計画に位置付けられた目標を達成できていない点があった（一部達成できない見込み）。
　　C…事業が計画に位置付けられた目標を達成できなかった（達成できない見込み）。

陸上交通に係る
地域公共交通確保維持事業
（地域内フィーダー系統）

　運行時刻の見直し及び路線運行の
周知を検討する。

　買物支援の観点から路線変更を検
討するとともに、運行時刻の見直しに
より鉄軌道駅との接続等利便性の向
上を図る。併せて路線運行の周知を
検討する。

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
大原・国吉線

いすみ医療セン
ター～岸～市役所
大原庁舎

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

　買物支援の観点から路線変更を検
討し、効率的な運行を目指すととも
に、運行時刻の見直しにより利便性
の向上と鉄軌道駅との更なる連携を
図る。併せて路線運行の周知を検討
する。

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
布施線

上総東駅～下布施
～市役所大原庁舎 Ａ 計画どおり事業は適切に実施さ

れた。

Ａ

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
浪花線－１

市役所大原庁舎～
自動車教習所入口
～市役所大原庁舎

Ａ

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
浪花線－２

浪花駅～自動車教
習所入口～市役所
大原庁舎

Ａ

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
大原線

造式公会堂～大井
区民会館～市役所
大原庁舎

Ａ

㈱ＨＭＣ東京
大原巡回
東海線

深堀瀬崎～原公会
堂～市役所大原庁
舎

Ａ 計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

　買物支援の観点から路線変更を検
討し、効率的な運行を目指すととも
に、運行時刻の見直しにより利便性
の向上と鉄軌道駅との更なる連携を
図る。併せて路線運行の周知を検討
する。

A

　利用者目標51,000人/年（平成23年
度については、事業年度が平成23年
4月～平成23年9月の6ヶ月間のた
め、利用者目標は25,500人/年とな
る。）のところ、事業期間中の利用者
は28,487人であった。
　全系統の利用者合計では目標値を
上回ったところであるが、大原巡回
浪花線及び大原巡回東海線につい
ては、前年比で利用者が減少した状
況である。小学生の通学利用が多い
浪花線の減少理由は、少子化による
児童数の減少が主な要因と考える。
また、東海線の減少については、乗
務員へのヒアリング結果から、定期
的に利用されていた方の利用がなく
なったことが要因と考える。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

　買物支援の観点から路線変更を検
討し、効率的な運行を目指すととも
に、運行時刻の見直しにより利便性
の向上と鉄軌道駅との更なる連携を
図る。併せて路線運行の周知を検討
する。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。

計画どおり事業は適切に実施さ
れた。


